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　全行動 30 件中 18 件と圧倒的に多かった類型は明
確な情報取得意志を持ってアプリ主導の情報に従っ
て行動するパターンである．アプリ主導の情報には
交通情報や位置情報に基づく商店等の検索結果が多
くを占め，観光者はそれらを信憑性のある情報とし
て受容し，次の行動に移る意志決定をした．一方，
不明確な情報取得意志の場合，アプリ主導の情報に
従ったのは 1 件のみであり，観光者はアプリ側から
の情報を信用せず，観光者自身または同行者と共に
アプリ内情報を吟味し，判断する「アプリ主導・観
光者主導の融合」（2 件）や，旅行記やコメントな
どをもとに判断する「評価者主導」（3 件）で次の
行動に移る意思決定をした．
4．結論
　図 1 は，観光者が明確/不明確な情報取得の意志
を持って，アプリ主導/評価者主導/観光者主導の情
報を取得し，それらの情報を検証/無批判で受け入
れて，観光行動に移るまでの流れである．最後に現
れた観光行動は，アプリ内情報の種類や情報への反
応の仕方により多様化されているが，大きく二分さ
れる．一つ目は，自己選択で行い，空間的に分散し
うる「可能性を広げる行動」であり，「不明確な情
報取得意志」から「アプリ主導・観光者主導の融合」
及び「評価者主導」の情報に基づいて表出される行
動である．二つ目は，アプリ内情報に「誘導される
行動」であり，明確/不明確を問わず「アプリ主導」
の情報に基づいて表出される行動がこれに強く該当
する．本研究では把握できなかったが，情報提供側
の意図を踏まえることができれば，「可能性を広げ
る行動」も実は「誘導される行動」としての側面も
持つことが顕著に見いだせる可能性がある．一方で，
現在みられるオーバーツーリズムなどの課題は，ア
プリを介して観光者を分散させるなど観光者の行動
を変えることで，解決の方向に進ませられるのでは
ないかと考えられる．■
 
 
図 1　観光者による情報取得の意志から行動までの流れ
